
 0

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷さだとし・基本政策 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

２００８（平成２０）年１月４日 

 プロジェクト・クマ 
「府民の生活が第一。」 
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駆け回る知事。行動する府庁。 
－「チームおおさか」の監督として－ 

 

自信をなくした大阪の街と人。 

かつて、産業・文化が栄え、「大おおさか」と言われた底力はどこへ行った

のでしょう。 

 御堂筋を作り上げた決断力、１７歳の少年が一人ヨットで太平洋横断を

果たし日本中を感動させた勇気、世界中の人々でにぎわった大阪万博を

成功させたエネルギー、何ごとにも果敢にチャレンジしてきたおおさかス

ピリットを今こそ取り戻さねばなりません。 

私は、大阪の輝きを取り戻す「大おおさか再興」を成し遂げようと考え

ています。そのために、私は「府民の生活が第一。」をモットーに「力」「優

しさ」「夢」を３つの政策理念として、大阪を変えていきます。 

 ３つの政策理念とすでにお示しした主要な８つのテーマをもとに、基本

政策をまとめました。 

底流にあるのは、あくまで「府民の生活が第一。」のこころです。 

 

 

 

 

府民の生活が第一。 ８つの主要テーマ 
 

１ 人、モノ、金が流れる大阪に。 

２ 不器用でも、自分の考えを言える子を育てよう。 

３ 高齢者や若者を「独りぼっち」にはさせない。 

４ 健康、スポーツ、府民の笑顔。命を守る大阪。 

５ 努力のむくわれる、楽しく働ける大阪に。 

６ 未来へのプレゼント、水と緑の豊かな大阪。 

７ ガラス張りの府政、府市協調で行財政を改革。 

８ 2府7県が手を結び、道州制で近畿のパワーアップ。 
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プロジェクト・クマの行財政改革 

 

 大阪が底力を発揮するには、行財政改革を成し遂げることが何よりも

大切です。これによって初めて、府民の生活が豊かになり、府政が発展

します。具体的な施策をお示しする前に、それらを実現させるために必要

な、「プロジェクト・クマ」の行財政改革についてご説明します。 

 

 ここ数日の報道にもみられるように、大阪府財政の内実は、表に出てい

る以上に深刻な状況にあります。単年度赤字が続いているばかりか、ま

かり間違えば北海道夕張市のような財政再建団体に転落する瀬戸際な

のです。府財政の単年度黒字化は、「出ずるを制し、入るを図る」の精神

と、「徹底的な情報公開」のもとに、知事直轄の横断型特命チームをつく

り、強力なリーダーシップを発揮して、早期実現をめざします。 

 

「出ずるを制す」 

これまでの慣習やしがらみにとらわれることなく、府民の目線で徹底的

にむだをなくします。そのための手法として、全国の自治体ですでに実施

されている「事業仕分け」の考え方を取り入れ、出資法人や事業をゼロベ

ースで見直し、職員を適正配置することで歳出を削減します。府市協調も

重要です。水道事業に代表される大阪府と大阪市の二重行政を解消しま

す。また、財政再建に対する決意を表すためにも、高額な知事退職金を

廃止し、特別職の退職金（６０歳以上部分）もカットします。 

 

「入るを図る」 

中小企業の利益率をアップさせることなどで府民所得を押し上げ、府

民を元気にして、府の財政を健全化させます。国との関係も、言いなりに

なるのではなく、粘り強く国と交渉し、税や財源を府に移譲させる努力を

惜しみません。 

 

「徹底的な情報公開」 

民間型会計手法を取り入れて財務情報を利用できるよう議会や府民に

わかりやすい方法でお伝えします。また、府民から政策提案などを受け

る目安箱を置いてコミュニケーションを密にします。 
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アジアをはじめ世界につながるわが国初めての完全24時間稼動の関

西国際空港、そして湾岸地域には世界的規模を誇る先端産業群の立地

が進みつつあります。大阪にはスウェーデン一国に匹敵する約40兆円の

府内総生産（全国第2位）を誇る強みと潜在力があるのです。しかしなが

ら、今日の経済成長の果実が中小企業や働く人々にいきわたっておらず

閉塞感が漂っています。 
これほどの強みと潜在力がありながら「ヒト・モノ・カネ」が効果的、効率

的につながっていないことが大阪の最大の弱点です。 
先に示した経済規模に比較して、一人当たりの府民所得は303万円、

全国7位に甘んじている実態が何よりもそれを物語っています。私は４か

年でこれを全国第2位、平均50万円アップの360万円まで引き上げます。 
そのために、府内総生産を現在のレベルから１０％、約４兆円アップさせ

ます。産官学のあらゆる知恵と技術と力を結集して、大企業だけでなく中

小企業の売り上げを増やすことが何より重要です。さらに、物流の効率

化を進めてあらゆる産業の浮上を図るため、各種施策を実行します。 

 

 

１９９６年度と２００４年度の全国県民所得トップ１０ 
 

おおさかの 

力 
府民所得の平均５０万円アップ 全国第２位に！ 

1 東京都 ４２８万２千円 1 東京都 ４５５万９千円

2 愛知県 ３７２万３千円 2 愛知県 ３４４万円

3 神奈川県 ３５７万６千円 3 静岡県 ３２４万７千円

4 大阪府 ３５３万４千円 4 滋賀県 ３２３万５千円

5 滋賀県 ３５２万９千円 5 神奈川県 ３１７万４千円

6 静岡県 ３３５万７千円 6 栃木県 ３０６万２千円

7 埼玉県 ３３２万４千円 7 大阪府 ３０３万９千円

8 富山県 ３３１万６千円 8 富山県 ３０２万７千円

9 栃木県 ３３１万４千円 9 三重県 ２９８万８千円

10 兵庫県 ３３０万１千円 10 千葉県 ２９７万６千円

１９９６年度 ２００４年度
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（ア）中小企業利益率の向上・製品出荷高全国第２位を実現します。 

 

●「民間研究機関全国第２位」「公益研究機関全国第１位」「大学数

全国第２位」といった潜在能力を生かし、産学官の連携を強化し

ます。具体的には、府が中小企業に対して、技術移転推進の手

助けをし、研究開発機会を提供します。 

●中小企業への年間１兆円の資金供給を効率的に進めます。また、

改正建築基準法の影響や原油価格の急騰を踏まえ、関連産業

などへの「経営安定化資金」融資を充実させます。 
● 臨海部に広がる情報家電産業や、電子部品、デバイスなどの先

端産業と、府内中小企業が担う素材型産業や基盤となる技術産

業とをマッチさせる仕組みをつくりあげます。そのために、技術の

データベース化を進め、販路開拓、マッチングの場づくりを行い

ます。 

  

（イ）「大おおさか再興」流通ネットワークを構築します。 

 

   ●「関西国際空港」「阪神港」などの国際物流拠点と、臨海部の先端

産業集積地、内陸部の基盤的技術産業集積地・彩都などを結ぶ

「ヒト・モノ・カネ」の流通ネットワークを構築します。高速道路網で

は、阪神高速道路大和川線、淀川左岸線などの「都市再生環状

道路」を整備します。 

 

（ウ）渋滞による経済損失を半減させます。 

 

●大阪の交通渋滞による経済損失は年間約６２００億円にのぼりま

す。大阪には１６０か所の「開かずの踏切」（ボトルネック踏切）が

あり、その数は東京に次いで全国第２位。鉄道高架化などのイン

フラ整備を進め、渋滞を解消します。 

●高度な知的交通制御システムなどを構築し、高速道路、一般道路

での渋滞による経済損失の半減をめざします。 

 

（エ）「国際ハブ空港」の活用で、物流コスト削減に努めます。 

 

  ●関西国際空港を世界水準の「国際物流ハブ空港」にします。その

ために、空港連絡橋を国に売却して利用料金を引き下げ、阪神高
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速道路は夜間料金の割引率をアップさせて、物流コストの削減に

努めます。また、税関の２４時間通常開庁、二期島への貨物駐機

場建設などにより、国際物流機能を強化します。国にも協力を求

め、関西国際空港会社、産業界と連携して取り組みます。 

   

（オ）就労支援を進めます。 

 

  ●雇用は回復したといわれながら、大阪での実態（２００６年度）は、

新規求人数の過半数（５７％）がパート派遣などの非正規雇用でし

た。「新ジョブカフェＯＳＡＫＡ」を通じて、民間ノウハウを生かしなが

ら、若者を中心としたニート・フリーターを正規雇用に結びつけます。

また、「大阪しごと館」の機能を強化し、１００万人パワーの高齢者

をはじめ障害者、女性の雇用就労支援を進めます。 

  ●産業界、労働界と連携した「大阪雇用対策会議」での議論を踏ま

え、ワーキングプア解消に向けた行動計画をつくりあげます。非正

規雇用者の待遇を改善するとともに、公正で人間らしい働き方を

実現し、子育て支援や生きがい創出に向けてのワークライフバラ

ンス施策を強力に実行していきます。 




